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　このコーナーに出ていただく「わんぱくはりま
っ子」を募集しています。（未就学児） 
広報担当まで電話を。またスナップ写真を送って
もらってもけっこうです。 

募  集
 

わ ん 
ぱ く  は

 り ま つ 子 

多田
た だ

智彦
ともひこ

くん（3歳）
上野添

ごはんをいっぱい食べて元気に育ってね
お父さん・お母さんより

ペーパーウエイト当選者発表
去る7月28日(土)、播磨町夏まつり会場の加古郡リサイ

クルプラザ「ゴミの分別」及び消費者協会「プラごみの分
別」コーナーでの、ペーパーウエイト当選番号は次の通り
です。
12、 13、 22、 33、 430、 468、 497、 516、
518、555、 573、 588、 607、 653、 684、 695、
720、730、 733、 751、 758、 759、 781、 787、
まだ受け取っていない人は、健康安全グループでお渡し
していますので、引換券を持って窓口にお越しください。
健康安全グループ　1０７９（４３５）２７２１

東播磨ふれあいネット（BAN-BANテレビ 11チャンネル）

播磨町・稲美町・加古川市・高砂市の情報番組です。

9月の放送予定　（収録場所　播磨町）
前半　9月3日(月)～16日(日)
●特集 いなみ文化の森が15周年を迎えます（稲美町）
●ふれあいインフォメーション（各市町からのお知らせ）
後半　9月17日(月)～30日(日)
●特集　ペットを正しく飼いましょう（加古川市）
●ゆうゆうライフ（高砂市）

放送時間（第1・3月曜日の①以外は再放送）30分番組
月・水・金 ①午前10時 ②午後5時 ③午後10時
火・木 ①正午 ②午後7時
土・日 ①午前9時 ②午後6時 ③午後11時

立秋は過ぎましたが、まだまだ暑い日が続いてい
ます。でも、夜になると涼風とともに、どこからか
虫の音が聞こえてきたりして、季節は確実に移り変
わっています。今年は考古博物館の出現で遺跡周辺
の虫たちも驚いているかもしれませんね。播磨町の
新しい歴史の１ページとなる開館はもうすぐです。
7月21日(土)、図書館まつりが開催されました。

400人以上の親子連れがボランティアの人形劇、パ
ネルシアター、お話、紙芝居などを楽しみました。
私も一緒に拝見させていただきましたが、大人でも
ついつい引き込まれてしまうほどの熱演でした。子
どもたちの目もいきいきと輝いていました。今回が
10回目ということですが、指定管理者の積極的な取
り組みとボランティアの皆さんの熱心さがステキな
ハーモニーを奏でている図書館まつりでした。播磨
町の子どもたちがこれからもたくさんの本に出会い
ますように。
将棋の第20回アマチュァ「竜王戦」に県代表で出
場、見事全国3位になった山口直哉さんに播磨町か
らその栄誉を称え「ふるさと賞」を贈りました。高
校３年生には思えないとても落ち着いた好青年でし
た。目下、大学受験に向けて受験勉強もがんばって
いるということでしたが、将来どんな道を選択され
るか楽しみですね。努力に加えて、天から与えられ
た才能を大切にしていただきたいと思います。将棋
愛好家も播磨町民も応援しています。
7月28日(土)、浜田球場をメイン会場に夏まつり

を開催しました。まつりの準備、イベントや総踊り
など多くの方々にご参加いただき、夏まつりを盛り
上げていただきありがとうございました。毎年アイ
デアとその熱演ぶりで会場を大いに沸かせてくれる
仮装大会。今年も鬼太郎やジョセフ彦今里伝兵衛、
陣内・紀香さんなども登場して楽しませていただき
ました。子どもたちの演技や個人参加の腹芸もお見
事でした。来年も楽しみにしています。

▲ふるさと賞を山口直哉さんに贈呈
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７
月
28
日
(土)
、
恒
例
の
夏
ま
つ

り
が
浜
田
公
園
で
催
さ
れ
ま
し
た
。

す
っ
か
り
定
着
し
た
雪
あ
そ
び

の
コ
ー
ナ
ー
は
、
整
理
券
を
求
め

て
並
ぶ
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
人
気

で
、
ず
ぶ
ぬ
れ
に
な
り
な
が
ら
も

冷
た
い
人
工
雪
で
ち
い
さ
な
雪
だ

る
ま
を
作
っ
た
り
、
降
っ
て
く
る

雪
を
両
手
や
帽
子
で
受
け
止
め
な

が
ら
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
歓
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
様
々
な
団
体

が
登
場
し
、
ダ
ン
ス
や
演
奏
、
そ

し
て
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
仮
装

大
会
な
ど
で
会
場
を
湧
か
せ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
朝
か
ら
厳
し
い

暑
さ
と
な
っ
た
た
め
、
模
擬
店
で

カ
キ
氷
や
冷
た
い
飲
み
物
が
多
く
、

ど
の
テ
ン
ト
も
汗
だ
く
に
な
り
な

が
ら
、大
忙
し
の
よ
う
す
で
し
た
。

30
年
の
長
き
に
渡
っ
て
食
生
活
改
善
推
進

員
（
い
ず
み
会
リ
ー
ダ
ー
）
と
し
て
、
勉
強

を
重
ね
て
料
理
講
習
会
を
通
じ
て
普
及
活
動

を
し
て
こ
ら
れ
た
下
司
さ
ん
の
功
績
に
対
し

兵
庫
県
知
事
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

活
動
の
中
で
伝
え
た
い
こ
と
を
尋
ね
る

と
、「
手
作
り
の
食
事
が
一
番
だ
と
い
う
こ

と
を
伝
え
た
い
で
す
。
最
近
、
気
掛
か
り
な

の
は
野
菜
が
足
り
て
い
な
い
人
が
多
い
と
い

う
こ
と
。
１
人
400

必
要
な
の
で
す
が
、

ち
ゃ
ん
と
野
菜
を
食
べ
て
い
ま
す
と
い
う
人

で
も
、実
際
に
計
量
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

意
外
に
食
べ
て
い
な
い
こ
と
に
気
付
く
と
思

い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
多
く
の
方
の
健
康
的
な
食
生
活
へ

の
改
善
の
た
め
に
、活
動
を
続
け
ら
れ
ま
す
。

グ
ラ
ム

播
磨
町
い
ず
み
会
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
　

下
司
福
美
さ
ん
が
県
知
事
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た

山
口
直
哉
さ
ん
へ
播
磨
町
ふ
る
さ
と
賞
を
贈
呈

平
成
19
年
度
第
１
回

女
性
消
防
団
員
研
修
会
に
参
加

あなたの周りの身近な話題、意見をお待ちしています。お気軽に企画グループまで。
TEL：079(435)0356 FAX：079(435)0609 Ｅメール：kikaku@town.harima.lg.jp 26
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第
20
回
ア
マ
チ
ュ
ア
竜
王
戦
全
国
大
会
で

３
位
（
兵
庫
県
大
会
で
は
優
勝
）
の
成
績
を

収
め
ら
れ
た
山
口
直
哉
さ
ん（
高
校
３
年
生
）

に
、
７
月
23
日
(月)
、
町
長
か
ら
そ
の
栄
誉
を

た
た
え
て
「
播
磨
町
ふ
る
さ
と
賞
」
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

小
学
３
年
生
か
ら
将
棋
を
始
め
、
様
々
な

大
会
に
出
場
し
て
好
成
績
を
収
め
て
こ
ら
れ

た
山
口
さ
ん
。
贈
呈
式
後
の
町
長
、
教
育
長

と
の
懇
談
で
は
「
全
国
大
会
の
準
決
勝
で
は

一
瞬
の
ミ
ス
で
負
け
て
し
ま
い
油
断
大
敵
だ

と
実
感
し
た
が
、
３
位
決
定
戦
で
は
勝
つ
こ

と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。

い
つ
か
は
ア
マ
チ
ュ
ア
竜
王
戦
で
ト
ッ
プ

に
た
ち
た
い
」
と
、
試
合
の
感
想
な
ど
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

７
月
14
日
(土)
三
木
市
に
あ
る
県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー

で
女
性
消
防
団
の
研
修
会
が
あ
り
ま
し
た
。

播
磨
町
消
防
団
か
ら
女
性
分
団
員
５
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
午
前
中
は
福
岡
県
立
花
町
消
防
団
長
の
講
演
、

豊
岡
市
出
石
消
防
団
、
丹
波
市
消
防
団
の
活
動
事
例
発

表
、
午
後
か
ら
は
雨
の
中
訓
練
礼
式
、
実
際
に
ホ
ー
ス

か
ら
水
を
放
水
す
る
模
擬
火
災
訓
練
、
小
型
ポ
ン
プ
放

水
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

▲平成13年には、播磨町文化奨励
賞も受賞されています

▲ 模擬火災訓練

夏
ま
つ
り
暑
い
中
で
も
大
盛
況

２
万
２
千
人
が
楽
し
み
ま
し
た

▲食について学んで伝える活動です

▲たこのつかみ取りも人気
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町の人口 8 月１日現在 
34,331人（＋43人） 

（住民基本台帳人口＋外国籍人口） 

世帯数…13,250（＋29） 
古紙配合率100％再生紙を使用しています 
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「
歴
史
の
宝
石
箱
」
と
言
わ
れ
て
い
る
播
磨
町
。
町
の
面
積
は
狭
い
け

歴
史
の
宝
石
箱
」
と
言
わ
れ
て
い
る
播
磨
町
。
町
の
面
積
は
狭
い
け
ど
、
文
化
財
の
数
は
多
く

ど
、
文
化
財
の
数
は
多
く
、

少
し
歩
け
ば
そ
こ
か
し
こ
に
、
地
域
の
人
び
と
が
昔
か
ら
大
切
に
受

少
し
歩
け
ば
そ
こ
か
し
こ
に
、
地
域
の
人
び
と
が
昔
か
ら
大
切
に
受
け
継
い
で
き
た
も
の
が
あ
り
ま

け
継
い
で
き
た
も
の
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
街
角
の
文
化
財
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す

す
。
そ
の
よ
う
な
街
角
の
文
化
財
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
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クイズの答　③ 古代の道が直線だったから 
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▲かつてこの道は奈良に続いていた

国
道
２
号
線
と
Ｊ
Ｒ
と
が
交
差
す
る
跨
線
橋
か
ら
浜
手
を
見
下
ろ
す
と
、

小
さ
な
池
が
見
え
ま
す
。
城
下
池
（
現
在
の
城
池
）
で
す
。
以
前
は
、
こ

の
跨
線
橋
の
す
ぐ
下
に
も
池
が
あ
り
、
城
上
池
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

上
池
と
下
池
と
は
堤
防
で
分
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
の
２
つ
の
池
を
分
け
た
堤
防
が
古
代
山
陽
道
の
跡
だ
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
理
由
は
、
古
代
の
山
陽
道
の
邑
美
駅
家

お
う
み
の
う
ま
や

（
明
石
市
）
と

賀
古
駅
家

か
こ
の
う
ま
や

（
加
古
川
市
）
と
を
結
ぶ
直
線
に
重
な
る
か
ら
で
す
。

邑
美
駅
家
と
賀
古
駅
家
と
を
定
規
で
結
ぶ
線
に
沿
っ
て
、
今
各
地
で
道

の
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
明
石
市
福
里
の
池
の
中
に
あ
る

堤
防
や
、
土
山
に
あ
る
加
古
川
市
と
播
磨
町
と
の
境
の
直
線
と
も
重
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
城
池
の
堤
防
と
も
重
な
り
ま
す
。

奈
良
時
代
に
は
か
な
り
整
備
さ
れ
た
道
が
、
奈
良
か
ら
北
九
州
ま
で
つ

く
ら
れ
ま
し
た
。
馬
を
乗
り
継
い
で
、
当
時
最
も
早
く
奈
良
と
九
州
と
を

結
ぶ
高
速
道
路
と
し
て
で
す
。
そ
の
道
が
こ
こ
を
通
っ
て
い
ま
し
た
。

播
磨
町
は
今
で
も
東
西
交
通
の
要
か
な
め
で
新
幹
線
は
も
ち
ろ
ん
、
様
々
な
東

西
を
結
ぶ
道
が
町
を
通
っ
て
い
ま
す
。

古
代
も
同
じ
で
、
海
上
の
道
も
陸
上
の
道
も
こ
の
町
を
通
っ
て
い
ま
し

た
。

【
ク
イ
ズ
】

こ
こ
に
、
古
代
の
大
路
（
高
速

道
路
）
古
代
山
陽
道
が
通
っ
て
い

た
と
い
え
る
理
由
は
ど
れ
で
し
ょ

う
。

①
地
名
が
「
城
」
だ
か
ら

②
昔
か
ら
言
い
伝
え
が
あ
る
か
ら

③
古
代
の
道
が
直
線
だ
っ
た
か
ら

今
月
は
城
池
の
堤
防
を
紹
介
し
ま
す
。

現
地
へ
行
っ
て
、
周
り
を
見
て
も
、
今
で
は
、
ど
こ
が
堤
防
で
、
な
ぜ
こ
れ
が
古
代
の
大
路

の
跡
な
の
か
、
な
か
な
か
分
か
り
に
く
い
で
し
ょ
う
。

城池 
古代の大路 

文 喜
瀬
川 

蓮池小学校 

カイム 

円満寺 

JR 土山駅 

郷土資料館 
大中遺跡 

城の宮 

野添山ノ代 

2

古代の大路 




